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{方法]外径 6.5m 、長さ 55mm の 3 種類の中空海綿骨螺子 (S1 、旬、 S3 、それぞれ thread 16 、20 、




【結果】模擬骨及び屍体足関節で、示されたグラフはいずれも特徴的な階段状の形状であった。 S1 、旬、 S3
の平均最大圧力は、それぞれ 0.832 、0.4 34 、および 0.4 14 であった。模擬骨での実験では最大までの圧力
上昇勾配に有意差は認められず、その後の OMPa までの圧力低下は S2 および S3 よりも S1 の方が有意に
速かった。屍体関節での実験では一定の初期圧が示され、また圧力低下後も完全に OMPa には至らなか
ったが螺子刺入時の変化パターンは模擬骨と同様で、あった。
[考察と結論]螺子の性能評価には引き抜き試験が多用され、圧着試験でも感圧シートによる最大圧の評
価のみが行われており、骨圧着時の圧変化は不明である。今回我々が開発した小型圧力センサを利用し
た新しい測定装置は、圧力変化の測定に有用であり、最大圧の差異の他に最大圧後の圧降下に差異が認
められた。また、すべての螺子の特性を確認することができ、実際の手術中に螺子どのように使用すれば効
果的かを分析することができた。すなわち、 S1 のような圧降下の急な螺子は、回しすぎた場合、固定性が急
に低下すると考えられ注意の必要がある。さらに屍体足関節でも模擬骨同様の圧変化が得られ、模擬骨で
の実験でもある程度は生体足関節をシミュレートするものと考えられる。
